
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより「開 桜」１月号  

令 和 ２ 年 １ 月 ２ ４ 日 

大 田 区 立 開 桜 小 学 校 

校 長  伊 藤  均 

 

 ３日（月）全校朝会 

 ４日（火）キャリア教育（６年）SC 

５日（水）４校時授業（４年生は５校時授業） 

７日（金）体育朝会 ４校時授業(１・２年） 

避難訓練（J ｱﾗｰﾄ発報時対応） 

新１年保護者会 SC 

８日（土）３校時授業 さくら土曜スクール 

土曜補習 ２分の１成人式（４年） 

１０日（月）安全指導  

１１日（火）建国記念の日  

１２日（水）クラブ活動 

１４日（金）児童集会 SC 

大田区小学生漢字検定  

１７日（月）全校朝会 

１８日（火）保育園との交流 SC 

２０日（木）卒業校外学習（６年） 

２１日（金）合奏クラブ発表 SC 

２３日（日）天皇誕生日 

２４日（月）振替休日 

２５日（火）ＰＴＡ総会 SC 

２６日（水）委員会活動  

２７日（木）５校時授業 東邦大学との交流（５年） 

幼稚園との交流（１年） 

        保護者会(２・４・５年) 

２８日（金）６年生を送る会 下校指導（１年） 

      縦割り班活動 SC 

◇読書週間        １／２７～２／８ 

◇冬の体力テスト週間   ２／ ３～２／８ 

◇漢検チャレンジウィーク ２／ ３～２／１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

２月の生活目標 
 

 

 
生活・保健部 

 

１年で一番寒い時期になりました。今年に入

り、インフルエンザで休む児童もみられました。

本校では、手洗い、うがいをしっかりして、部屋

の換気や湿度に気を付けて過ごすことを指導し

ています。 

また、休み時間に、校庭に出て元気に走り回る

児童も多く見られます。外遊びなどを通して体

力、抵抗力を強化し、この冬を乗り切っていきた

いものです。 

寒さに 負けず、元気に過ごしまょう 

負けず、元気に過ごしまょう 負け

ず、元気に過ごしまょう 負けず、元

気に過ごしまょう 負けず、元気に過

ごしまょう 負けず、元気に過ごしま

ょう 負 

開 桜 
 

SC･･･ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

 四季折々の行事を通して・・・ 

  日本の良さを感じ、自国を誇れる人に・・・ 

副校長 和田 和可子   

 

 美しい自然や四季に恵まれた日本には、昔から四季
折々の年中行事があります。年中行事は、日本の自然風
土、四季の特色を生かした暮らし方、生活の知恵、生活
習慣など様々なものが長い年月にわたって蓄積されてで
きた「日本の暮らしの文化」でもあります。 
 近年、「日本の伝統文化の尊重」が唱えられるようにな
り、各分野で古くから伝わる日本の伝統文化の良さが再
認識され、伝承への取組が行われるようになりました。 
 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックでも、
『日本らしさ』を全面に打ち出し、全世界の人々をおも
てなししようと、様々な取組が行われています。 
  
 ３学期が始まり、学校校舎の入口は、冬に咲く花や春
の七草で彩られました。園芸ボランティアさんによるも
のです。１月７日は『人日の節句』と言い、春の七草を
入れたお粥を食べることで、邪気を払い健康になると言
われています。子供たちは春の七草を実際に見て、少し
珍しそうに、興味津々！目を輝かせていました。 
 １月２５日（土）の学校公開では、ＰＴＡ・開桜丸
（おやじの会）による『餅つき大会』が行われます。お
正月はお餅を食べた子供も多かったことと思いますが、
実際に杵と臼を使ってお餅を搗く経験はなかなかできる
るものではありません。きっとお正月らしさを感じられ
る楽しいひと時になることでしょう。 
 学校では、日本の風情を感じられる四季折々の行事を
ぜひ子供たちに楽しんでもらいたいと思っています。そ
して、自分たちが生まれ育った日本の良さや伝統に関心
を寄せてほしいと願っています。開桜小は大変恵まれて
いて、地域の方々やＰＴＡの皆様が協力してくださり、
四季折々の行事を開催してくださいます。３月末に行わ
れる『開桜花まつり』もその一つです。日本の桜が咲く
この季節に行われるお花見は、今や日本が世界に誇れる
「花見文化」と呼ばれています。 
 現在の学校教育では、国際教育の充実が重要視されて
います。国際教育とは、「自国や外国の歴史・文化の理解
と尊重」「人間尊重」「共に生きる」という考え方を基本
的な理念としています。充実した国際教育を行っていく
際にまず重要となってくるのは、自国の歴史や文化を理
解することです。他国について学ぶことも大切ですが、
まずは自国の歴史や文化、伝統を改めて学び、自分が暮
らしているこの日本を、そして地域を、誇れる人になっ
て欲しいと願っています。自国を誇れる人は、他国のこ
とも受け入れ、尊重できる人になれると思います。 
地域の方々、ＰＴＡの皆様、いつも子供たちのために

ありがとうございます。学校では今後も、地域の方々、
ＰＴＡの皆様と協力しながら、子供たちにとって、学び
多き取組を行って参ります。 
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              栄養士 

 本校では児童、教職員合わせて１日に約７３０食の給食を作っています。 

 さまざまな食経験をできるようにと考え、行事食や世界の料理を紹介して、学びながら給食を食べる機会

を作ったり、セレクト給食やフルーツバイキングなどのお楽しみを取り入れたりと日々工夫しながら給食を

提供してきました。また、５年生では自分で主食・主菜・副菜を選ぶバイキング給食、６年生では洋食のマ

ナーを学ぶマナー給食と、本校独自の取り組みも行っています。「給食が好き。食べることが楽しい。」と、

児童に感じてもらえるように、これからも安心・安全でおいしい給食を提供していきます。 

 

 

 

  

専科の窓（音楽科・図工科・家庭科・算数習熟度別） 

          音楽科担当 

本校の学校経営目標の一つに「合唱力の向上」が

あります。１月１７日の開桜コンサートでは、児童

の日頃の学習の成果が十分に発揮され、とても素敵

な会となりました。世界に一つだけの自分の歌声や

音はもちろん、友達と声や音を合わせて楽しむこと

も大切にしてほしいです。 

 「音楽が得意、好き」という子も「ちょっと苦手

だな」という子も、まずは自分なりの音楽の楽しみ

方や関わり方を見つけてほしいです。テレビから流

れるあの曲が気になる…そんなきっかけからでも、

音楽の楽しさや音楽を通して人と関わることの喜

びを味わってもらえたら嬉しいです。 

          家庭科担当  

 家庭科室には、包丁やガスコンロ、裁ちばさみ

やミシンなど、危険な道具がたくさんあります。

安全に気をつけて使える高学年だからこそ、学べ

る教科です。家庭科は実生活に直結し、学んだこ

とをすぐに家で実践することができます。料理や

裁縫、掃除や洗濯など、家族の一員という自覚を

もって進んで働き、家族に対する愛情や感謝の気

持ちを高めてほしいと願っています。 

 5 年生の初めてのミシンの学習では、たくさん

の保護者の方々にサポートしていただきました。

ありがとうございました。5 年生はバッグ、6 年

生はエプロンを製作し、大切に使っています。 

開桜小の給食・食育の取組 

       算数習熟度別担当  

きく、みる、はなす、てをあげる、ん～～っと考え

る、さんすうてきに、いい反応（分かる、分からな

いを示す）を目標に進めています。 

 ２桁のかけ算や割合など、生活場面でもよく使

う内容を学習しているところです。黙々と計算を

進めて理解を深める子、発表を通して考えが深ま

る子、じっと聞いて理解する子など、様々な姿が

見られ、教える側にもつい熱が入ります。 

普段よりも少ない人数で勉強できる貴重な機会

です。どうやって解くの？できた！おもしろい！

の声が聞けるようにがんばります。お家でも応援

してくださいますよう、お願いいたします。 

           図工科担当 

 図工の学習では、毎年一つテーマを決めて、活

動をしています。今年度のテーマは「工夫しよ

う」です。絵や立体に表す活動を通して、感じた

ことや思ったことを表すためにはどんな工夫をし

たらよいかそれぞれが考え、作品づくりに取り組

んでいます。また、個に応じて材料などを工夫で

きるように、図工室の一角に「材料バンク」をつ

くり、表したい感じに合わせて材料などを選択で

きる場を用意しました。 

 一人一人が自分の表したいイメージをもち、表

し方を工夫できるような図工にしていきたいと思

います。 


